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おわ りに
は じめに
途上国の農村開発においては協同組合の果たす役割は極めて大きい。けれどもその協同組合が農民
の主体的意志 に もとづいて組織 され ていなければ充分 に力を発揮する ことはできないであろう。農村
開発が成功するか否かは村段階において,農民が自からの要求を如何に組織し課題解決に向けて前進
してい くか にかかっている。言い換 えれば行政主導の トップダウン方式ではな く,生 産者 自身が自 ら
の力で,埋 もれている地域資源 や人材 を発掘 し協同組織の総合力 を発揮 させ てい くことではないだ ろ
うか。置 かれている条件 は厳 しい として も,状 況 を切 り開いてい く方向 を,集 団的 な討議 と農民の英
知を結集 することによって見 いだ してい くことが求 め られている。
イン ドにおいて も今,各 地で様受な試みがなされてお り,そ うした経験 に学ぼ うとす る動 きも活発
である。 ここで取 り上げる事 例はささやかな経験 にすぎないが示唆 に富 んでい る。 イン ドのなかで も
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干越傾向地域 とい う劣悪な件の中にあって,そ こか らの脱却 を求 めて新 らたな作物 を導入 し販 売農協
を活性化 させ ることによって,発 展の契機 を掴んだケースであ る。勿論 こうした成功事例 であって も
なお克服 しな ければな らない多 くの課題が残 されている。 本稿 はそうした課題 について検 討すること
を主な 日的 としている。
一. .
1.農村開発の戦略
途上国が農村開発 を進 めてい く上で考慮 しなければな らない ことは,象 ず国民が必要 としている食
糧 を安定的に生産 し供給す るとともに,生 産者 自身の所得水準 を引 き上 げ,都 市 と農村 との所得水準
や生活,文 化の格差 を縮小 してい くことであろう。国民のi基本的食糧 を確保 した うえに,国 民のかな
りの部分 を占める農民層の所 得水準 を引 き上 げてい くことはそれ ほど容易なことではない。
途上国の農業 を検討する際軽視で きないのは農業の置かれた 自然的,社 会的諸条件であろう。 それ
は途上国の多 くの国が厳 しい熱帯性気象条件の もとにあること,長 い植民地支配の もとで農業生産活
動の基盤 ともな る潅灌施設や道路,鉄 道 な どの社会資本の整備が遅れていること,農 地が一部 の土地
所有者 によって占められているため農民的 な経営が形成 されていないこと,都 市 の消費者の購買力が
低 く商品生産の展開が未熟であ り,全 国的な統一市場が充分形成 されていない こと等である。 さらに
農民自身による生産,流通の組織化も不十分で課題解決にむけての農民相互の結集が進んでいないこ
とがあげ られる。 また地方自治が制度 として定着 していないため農業を支援 する行財政的な支援が弱
い とい う点 であ ろ う。
気象条件 について考 えてみる と,途 上国の多 くの国々は熱帯性気候 の もとにあ り,雨 期 と乾期がは
っきりと分 かれてい るため,生 産活動に大 きな差異が生ず る。雨期においては洪水 をもた らす ほどの
大量の水 が得 られ るものの乾期 においては,農 業用水 はおろか必要な飲料水す らこと欠 くとい った状
況にある。天水 に依存 した農業 は極めて不安定であ り,その ことが大 きな障害 とな っていた。 こうし
た状態 を改善するため国家は少ない予算 をや り繰 りしなが らもダムや用水路の建設 を行 って きた。 し
か し,それ には膨大な資本投下 を伴 うことか ら建設が思 うように進んでいないのが実態である。年間
恒常的 に降水に恵 まれ る温帯地域 に比 べて水利用の面で大 きなハ ンディキャップ を負っているといっ
1
て よ い。
社会資本の存在は資本蓄積の程度を示すものであるが,途上国の多くが長い植民地支配のもとで辛
苦の末 に生 み出 した剰余ですら多 くが宗主国に吸い上げ られて しまい,自 国の社会 資本 の整備に回さ
れてこなかった。た とえその一部分が還元 された として も宗主国に都合良 く使 われ てきた とい うのが
実態であった。た とえばイン ドの鉄道 は植民地経営の都合に合せて敷設 されて きた といってよいだ ろ
う。広大な領土か ら生産 され る綿花などの原料調達のため,さ らに英本国で生産 された綿製品な どの
販売 のために鉄道は首都 か らではな くカルカ ッタ,ボ ンベイ,マ ドラス といった植民地経営のため に
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建 設 された港湾都市 か ら内陸 に向か って敷設 され てきた。その結果,相 互 に統一・性が ない まま広軌
道,中 軌道,狭 軌道 といった各種 の鉄道網が建設 されて しまい,今 日に至 るまで国内の市場統一 を著
し く困 難 にさせ てい る(η。
土地所有 についていえば,植 民地支配の基 礎 となった古い土地制度 を抜本的 に改革 するができなか
ったため(2},土地所有の面 に大 きな格差があ り農民的な生産力の発展 を阻んでいる。 こうした歪 んだ
土地所有の構造 をただ してい くこ とが農業の潜在力 を引 き出 し,農 民 をさまざまなしが らみか ら解放
させ農村 を近代化 させてい く鍵 となっている。 けれ ども,独 立後半世紀 を経 て一応の政治的な安定 を
得ているイ ン ドにとって は現状 を大幅 に変革する ことは困難 となって きている。
次 に商品生産の問題 として は,永 い植民地経営の もとでモノカルチャー化 されたイ ン ドは独立後 に
なってようや く農民的 な商品生産 を開始 しな くてはならなかった。資本 も技術 も十分 に持た ない農民
が膨大 な市場 をめざし商品生産 を展開 してい くには,そ れ を支援 する制度が必要 であった。低利 な資
金を供給する金融機関の創設,農業技術を開発し普及する公的な農業試験研究機関の設置,農産物を
販売 するルールの制定や卸売市場 の設置等々であった。農民的商品生産 を展開 してい くにして も,そ
の生産物 を生産 し販売する経営的,企 業的な能力 を養育成 していかな くてはならないだ ろう。農業協
同組合 はそのための農民組織 であるがそれ は既存 の商業組織 と厳 しく競 うこ とを意味す る。中間商人
の介入 を規 制 し排除 しつつ農民が相 互に協力 して販売活動 を展 開 してい くことは容 易 な ことで はな
い。 とりわ けイン ドの商人 は東南アジアの華僑 に も匹敵するほどの商業的行動力 を もっている。 しか
もこうした商人 は農村 において は同時に土地所有者であり,金 貸 しとなっていることが多い。彼 らの
力を規制 し,あ る場合には排除 して多 くの農民層 を協同組合 に結集 してい くためには,協 同組合活動
を飛躍的 に展開する以外 にないであ ろう。
最後 に行政組織 との係わ りについて も明確 にしてお くことが必要であろう。農業生産 はい うまで も
な く経済活動で あ り,直接行政の対象 とはならないが,地 方行政 は国家権力の末端 を担 うとともに,
地域住民 の生活 を守 る義務 を負 っている。 そうした任務 として日常 の行政活動 とともに,経 済活動 に
対 して も指導 し監督する立場 にある。 つ まり経済活動の展開にたい して一定 の方向づ けや計画化 をす
ることが求め られ ているのである。
このよ うに農村開発 は農業 を主要な産 業 としている地域 において,単 に農業生産を発展 させ るだ け
でな く,生 産者農民の生活 を向上 させてい く総合的な戦略 であ り,農 民 自立 への行動計画 とならな く
ては な らな い。
il.農業生産構造 と商品生産
董.農家所 得の構成
イ ン ドの農村 は宗教上のカース ト制度や独立後の農地改革が不徹底だ った ことに加 えて,大 家族
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制度や末子相続慣行などが存在するため農民層を平均的に捉えることを難 し くさせている。 それは生
産 と生活の基礎 となる世帯 の概念が異なるために農地の所有状況 を正確 に把握で きないか らである。
ここで問題 に しようとするのは,劣悪な生産基盤にもかかわらず農産物販売農協を組織しそれを乗
り越 えて前進 しようとしている小村を事例 として農村開発の課題 を考 えることである。一一般 に デ ッ カ
ン高原 は干魑傾向地域であ るが,対 象地域 はマハ ラシュ トラ州 ソラプール県サ ンゴー レ郡 の中のメタ
ワー デ村 で あ る。 この一見何 の変哲 もない普通 の村が一つの きっか けで大・きく変わ り始 めたので あ
る 。 そ う した変化 を先ず農家調査 によって確認 してお きたい。
イ ン ドの村 は小 さいけれ ども,悉 皆調査す るにはいろい ろ困難が予想 されたので20%の抽 出調査 を
す る こ とに した。 1981年セ ンサ ス に よ る と世 帯 数 は193戸なの で その20%,39戸を抽出 し聞 き取 りを
行 った。 しか し農産物販売農協の活動を中心に検討する ことに していたため,完全な無作為抽出では
な くざ くろの生産者農家 を中心 に調査対象農家 を選定 し36戸の聞 き取 りができた。調査一覧表 は大 き
な ものになって しまうので ここでは省略 した。
イ.ンドの農民層 を農地経営規模基準だけで見 るの はあ まり適 当ではな く,む しろ ヒ ンズ ー教 の カ ー
ス ト区分 に従 うた方が よ り実態 に合っている と考 え られ る。そ こで以下 カース ト区分 にもとずいて考
察 を進 めたい。調査農家36戸の内訳 はバ ラモ ンが3戸, マ ラー タが21戸, マ リが2戸 で, この他 にヒ
ンヅーカース トの中に入 らない指定カース トと指定部族が それ ぞれ6戸, 4戸であ った。 この両者は
一般 に後進階層 と呼ばれ てい るが,・憲法 では社会的差別 を禁止 してお り,それ を保証す るためにカー
ス トの名称 を規定 しその対 象 となった者 については社会生活 において一定 の優遇措置 を受 ける ことが
で き る制 度 とな っ て い る。 それ が 一 般 に指 定(Scheduled)とい う意 味 で あ り,SchedulesCaste
(SC),Scheduled"Tribes{ST),と略 称 さ れ て い る。 そ こで, 農家の概況を掴むためまず所得構成から見
て お こ う。
調査村 メタワーデ村 の農家一戸 当た りの農地所有面積 は3.9ヘクタールでイ ン ド平均の約2倍 の大
きさである。水が不足 するため生産力 が一般的 には低 く,そ の こ とが農地 を3.9ヘクタール と大 きな
もの に してい る。 この農地で展開される年間の生産活動の結果とし て, 自給 部 分 を除 セ》て46,431ルビ
表 一1 メ タワーデ村階層規模別農家一戸 当り純収入 (ルピー)
農業粗収入 農業経営費 農業純収入 賃金・事業収入 農家純収入
姦 耕 種 畜 産 計
ABC=A十B D E=C一 一D F G=E十F
盲
バラモン 3 12.46716.88f29.355 29,978 △623 43,533 42,911
マ ラ 一 夕 21 as.87419.38160.251 9E.Ol2 14,239 8,950 23」89
マ リ 2 34.25024.38858,638 50,745 7,893 17,500 25,393
指定カース ト 6 25.正677.77632.943 17,283 15,652 18,767 34,421
指定部族 9 0813813 1」75 △362 6,775 &.413
計 36 30.97715.95?46.431 35」69 1L262 13。マ01 24,964
注1)金 額に聞取りもれがあった場合は時価で評価 2)自営単葉収入は聞 きとり不能
3)耕種収入に関しては自給部分を除いた もの。 4)調 査 時 点1993年11月。
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一の現金収入が得 られた(表 一1)。 自給部分 は主 に穀類 であ り,穀類 以外 は もっぱら販売用 と見 ら
れる。 自給分 として控除 された量については把握 できなかったが,国 立標本 調査機構(NSSO)が行
った消費調査か ら概観 してお くとマハ ラシュ トラ州 の農村部世帯 の1カ 月1人 当た りの穀類 消費 は
lL89キロ グ ラム,35.6]ルピー で あ っ た(3?。メ タ ワー デ村 の1世 帯 の 平 均 家 族 数 は8人 で あ っ た か
ら,穀 類 の消 費 は1,141.4キロ,金 額 で は3,41E.5ルピー とな る。 自家 消 費 され る農産 物 は穀 類:だけで
な く他 の農産物 もあるか ら実際に消費 され る農産物 は もっと多い と考 えられ る。従 って農家の粗収入
は ざっ と50,000ルピー は越 え てい る とみ られ る。
他方農業生産 にかかった経費 はや り自給部分 を除 いて35,169ルピーで,差 引 き剰余 はn,262ルピー
であった。 この農業余剰 は農民 の労働報酬 というべきもの と考 えられ る。 それが他産業の労働者の賃
金 と比べて どの程度の水準 にあるかが問題 であろう。年度 は少 し古 くなって しまうが1986年の労働者
1人当た りの年間給与 は9,900ルピーであった(4》。額面だ けを比べ ると農民の生 活は都市 の労働者の
生活水準 を上回っている。 けれ どもこの賃金水準 はイ ンド全体の平均 であってメタワーデ村が属 する
マハ ラシュ トラ州 はかな り水準が高 く12,269ルピーであった。食糧 自給部分 を考慮 しない と労働者 の
賃金 を下回 って しまう。それに加 えて農家の剰余 は家族全員の労働 の結果 であ るが,労 働 者の場合1
人の賃金である。メタワーデ村 において も農家の就業者が1人 とい うことはな く,平 均3.6人が働 い
ていた。 自給部分 を含 め就業者1人 当た りにする と農業労働報酬は4,078ルピー とな り賃金水準の半
分以 下 とな っ て し まう。
これでは生活ができないか ら,自営兼業をお こなった り賃労働 に出た りすることになる。調査農家
平均 でも農業余剰 を上回る13,701ルピーの賃金,事 業収入があった。つま り農外収入 にも依 らなけれ
ば生活が成 り立 たないのである。兼業化 は就業機会の少ないこうした純農村地帯で もかな り一般化 し
てお り,農 業で自立 してい くことが容易でない ことを示 している。
ところでこの農業純収入と賃金事業収入を加えた農家純収入の値はさまざまな農民層の平均であっ
て階層によって格差 が見 られ る。イン ド農村社会で支配的 な位置 にあるバ ラモ ン層は42,911ルピーで
あって平均の2倍 の所得 を得 ているのに対 して後進階層 とされ る指定部族の人々はわずか に6,413ル
ピーにす ぎない。バ ラモ ン層 と最底辺 の指定部族 層 との格差 を是正す るのはかな りの困難が予想 され
る。けれ どもグジャラー ト州カルジャン村 と比 較するとバ ラモン層 と中間層の格差が少 ない ように思
わ れ る 〔5}。
2.農地所有 と生産基盤
1)農地所有規模
メタワーデ村の農地の平均規模は3.9ヘクタールであるが,農1昆層の圧倒 的多数 を占めるマラー タ
が5ヘ ク タール と大 きいの に対 して,バ ラモ ン層 や マ リ層 は3ヘ ク タール,指 定 カー ス トは さ らに小
さい2.5ヘク タール,指 定 部 族 層 は1.3ヘク ター ル にす ぎなか った 俵 一2)。 メ タ ワー デ村 の 土 地灰
有の特徴 は階層間に格差が あるけれ ども,後 進階層の人々 も土地を所有 していることである。 これ は
一89一
明治大学社会科学研究所紀要
表 一2メ タワーデ村階層別農家一戸 当りの生産基盤
ヒ ン ドー カ ー ス ト 後進階層
雀 バ ラ モ ン マ ラ 一 夕 マ リ SCST
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
農家戸数
世帯数
家族員数
所有地
耕作面積
耕作地率 ⑤/④
灌概面積
灌概面積率 ⑦/⑤
ε
人
ha
〃
%
ha
%
3212
LOl.63.0
5.37,316.0
3.05.03.0
2.73.82」
90,076,070.0
0.92.8⑪.8
34」74.738」
6d
2.fL3
10.06.8
2.:1.3
2.00.9
80,069.2
1,1⑪ ユ
5425.9
36
1.7
$.0
3.9
3.0
76.9
2.0
65.7
⑨
⑩
⑪
証雪
り
家族員数
所有地
耕作面積
人
ha
ha
5.34.65.3
3.03」1.0
2.72.40.7
5.05.2
1.31.0
1.00.7
4.7
2.3
L8
注1)世帯数については、後継者世帯以外の傍系家族を含む。2)灌 瀧面積は樹園地を除いたも
の。
3)聞きとり調査による。199:」1。
マハ ラシュ トラ州の一般的 な特徴 ともやや異な ってお りソラプール県の最近の特徴か もしれない。 い
ずれにせ よ土地 なし階層 の広範な存在 といった従来の階層関係が崩れて きてい るのは事実である。
ところが こうした傾向 も世帯数 との関係でみ ると土地問題が必 ず しも改善 に向か っているとはいえ
ない。農家世帯 は日本 において も同様であ るが後継者 を含 めた複数世代 が一 つの世 帯 を形 成 してい
る。後継者が20才代で まだ結婚 して間 もない時点だ と両親 とその親つ まり老人世帯 を含めて3世 代 が
同居することも珍 し くない。イン ドのこの地域で は末子相続が一般的な慣行で末子 が世帯を持 つ まで
兄達 は親の家 に同居 し兄 弟 と協同 して一つの農業経営 を行 う。 こうして,傍 系家族 を含めた大家族が
形成 され ることになる。実際,調 査農家36戸の うち家族員が10人以上の大家族農家が1/3の12戸 も
あ り,中 には29人とい うもの まであった。
センサ スでは世帯 とは 「通常一緒 に居住 している人々の集団 または,危 急の場合 でなけれ ば,共 通
の台所か ら食事 を採 っている人々の集団,血 がつなが ってい るか どうか に関係 がない{6}。」 とされ て
いる。 そこで後継者以外 の世帯 を将来独立す ることが予測 される傍系家族 として1世 帯 と数 えて再集
計 してみ ると平均ではL7世帯 となる。 その結果1世 帯 当た りの家族員は4.7人と小 さくなる。 これが
イ ンドにおいて も今日普通 に見 られ る平均的な家族員 と見 てよいだ ろう。 そ うなると1世 帯当た りの
農地面積 はバラモ ンとマラ一夕が3ヘ クタール となる ものの,他 の諸階層 はすべて1ヘ クタール前後
1
と小 さ くなって しまう。1ヘ クタール前後 の小規模 で は農家世帯 として 自立 する ことが難 しいた め
に,・やむな く大世帯 を形成 しているのだ と考 え られる。
2)ジ ョイ ン ト・ファー ミング
戦後家族制度が崩壊 した 日本 の農家では傍 系世帯員がいな くな り,家 と世帯が一致するようになっ
た。 しか しインドでは大家族制度が根強 く息 づいていてそれが経営体 を形成 している。農林統計がい
うジョイ ン ト・ファミングは個別農家や機関な どの経 営 とは異 なった独特 の経営 である。セ ンサスに
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よる とジ ョイ ン ト・ファー ミングとは 「異なった世帯 に属 する2人 またはそれ以上の人々が一つの農
場(AgricuhuralHddhlg)を経 営 す るため経 済的 かつ技 術的 な責 任 を もって,パ ー トナー として協
同 して保有す る場合{η」の経営 であ る。異 なった世帯 とは厳密 に考 えれば血のつなが りがない者 とも
いえるが,兄 弟 であって もか まわない。先の筆者 の世帯 の定義 による と家族員io人以上の農家の場合
はほぼ2世 帯以上 の大家族だ といって よいだ ろう。2世 帯以上の農家 は調査農家の うち17戸もあ り,
こうした家族構成がメタワーデの村 ではかな り一般的な形態であることが分 かる。 この うち3世 帯以
上 の農 家 とな る と3戸 と少 な くな るが,セ ンサ スが ジ ョイ ン ト ・フ ァー ミング とし捉 え て い るの は3
世帯以上の複合経営を考 えているようである。先の々ンサスによれ ばジ ョイ ン ト・ファー ミングには
地 域 性 が あ り,全 国平 均 で は14.6%であ った が ラ ジ ャス タ ン,ウ ッ ダー ル ・プ ラデ シュ,ハ リア ナ,
ジ ャ ンム ー ・カ シ ミー ル,グ ジ ャラLト といった北 西部 に多 く,逆 に南部 で は少 ない。 この調 査 で も
マハ ラ シ ュ トラ州 が2.3%にす ぎな か った し,1985-86年の マハ ラ シ ュ トラ州 ソラ プール 県 の セ ンサ ス
ではやや多かったがそれで も戸 数で20,950を数 える程度で農地保有数(農 場 ・農家)の6.2%,聾地
面積 の7.7%にす ぎな か った。3世 帯 以 上 の農 家 を仮 に こ う した ジ ョイ ン ト ・フ ァー ミング とみ なす
とメタ ワー デ村 では3戸 であ り,い ずれ も世帯員が15名以上 の大家族であった。そ うした経営はマ ラ
一夕やマ リ,指 定 カース トにも見 られ特定の階層 に限 らない現象であって,農 地の所有状況や家族構
成に応 じて形成 され る経過的な経営形態 と見 られる。例 えばマラータの農家の場合,親 はすでに亡 く
なっているが子供たち6世 帯が同 じ屋敷内に分散 して29名住んでい る。農地 としては11.6ヘクタール
を所有 し,9頭 の成牛 を飼っている。農業収 入は自給分 を除いて15万8000ルピーを得 ている。マ リの
場 合 は4世 帯 で,家 族 員 数18人,所 有 地2.4ヘクタ ール,成 牛2頭,農 業 現 金 収 入 は38,000ルピー で
あ った。 またSCの 農 家 の場 合 は3世 帯,15人,農 地6.9ヘクタ ール,成 牛3頭 を飼 養 し,農 業粗 収
入 は39,000ルピーであ った。農家単位か らみれば大 きな経営 であるが世帯単位 に絞 ってみると小経営
にな って しま う。
3)潅 概施設
農業 か らの収益 を高 めるこ とがで きるか どうかは,農 地が潅概 されてい るか どうか にかか ってい
る。1981年セ ンサ ス に よ る とメ タ ワー デ村 の海 潮 農地 は59ヘクター ル6.6%にす ぎなか った。 その後
農民達の さまざまな努力 によって潅漸面積 は増加 してきたが,そ の ことは潅漸のために大 きな負担 を
強い られて きた ことを意味 する。
そ こで調 査 農家 の総 農 地 面積134.12ヘクタ ール の う ち樹 園地 を除 いた作付 地107.72ヘクター ル に つ
い てみ る と潅流 され て い る農 地 は70.82ヘク:ター ル で あ った。潅 流 面 積 率 は66%で,非 潅 概 地 は36.9
ヘ ク ター ル,34%で あ っ た(表 一3)。 この10年の聞 に潅 瀧面 積 は約10倍に増 加 した こ とにな る。 果
樹園が海潮 されて いるか どうかの調査がで きなかったため樹園地が潅流 されているか どうか正確 には
分か らないが,販 売農協 は海潮 を前提 に樹園地造成 を指導:してお り,殆 どの面積 は渡海 されている と
見 て よい だ ろ う。
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ところで所有総面積と作付総面積との差は非耕作地である。このよ うに水が不足するため初 めか ら
耕作の対象に もはな らなかった農地 が20%も存在す ることも注 目しなけれ ばな らない。1戸 当た りで
は3.9ヘクタール あ る農 地 も実 際 に使 えるの は3,0ヘクタ ール, 8割程度に とどまるのである。 その農
地 であっても潅瀧 され ていない農地では不安定な農業 とならざるをえない。
表 一3 調査農 家の作付面積 と作付様式(ha)
作期区分
噛
灌瀧の有無
総面積
カ リー フ作 ラ ピ一 作 あり な し
小 麦 8.48 1,447.04 8,280.20
穀 ジ ョ ワ ール 60.07 10.0050.07 29.6730.40
類 バ ジ ラ 6.00 C.000 'L809 .20
食 と う も ろ こ し 10.93 6,634.30 10,330.60
煤 豆 類 3.24 1,901.39 2,340.90
物 砂糖きび 0.70 0,300.40 0.7[0
果 実 26.40 (26.40) 26.90{}
野 菜 類 1.30 2,302.00 4.10020
香 辛 料 0.10 00」0 00.it
非 油糧種子 4.70 1,503.20 1.300 .4C'
食 棉 花 6.60 6,600 6,600
用 飼料作物 2.60 fl.801.so 2,600
計 134.12 37。97(26.4()70.25 97.2236.90
注1) 36戸の合計。2) 果樹にはカ リーフ、ラビ一期の区分がない。
3>果樹面積 を除いた総面積は107.72ha。4)調 査 時 点 は1993年ll月。
3.農村諸階層の営農 と生活
調査で きた36戸の農民諸階層はメタワーデ村の全ての階層 を含んではいないとして も,主 要な階層
は網羅 してい ると考え られ る。 こ うしてバ ラ モ ンが3戸,農 耕 カー ス トのマ ラ一 夕が21戸と大部 分 を
占 め る こ とにな ったが, 農耕カース トの中にマ リが2戸 含 まれていて多様 なヒンヅーカース トの存在
を示 して い る。 一般 に指 定 カー ス トと指定部族の戸数 は3割 程度 と見 られのでカース ト農家 をG戸う
指定部族の農家 を4戸 もほぼ実状 に合 っている。
1)バ ラモ ン階層
バ ラモ ンは イ ン ド農村社会においてはその宗教的な位置づけか ら戸数 は少ないものの重要な地位 を
占 めて い る。 調益 できたメタワーデ村のバ ラモ ンは3戸 にすぎないが,い ずれ も主 たる職業が教師で
ある点が共通 している。彼 らは伝 統的 に司祭職 として教育を受 けてきたが,今 日ではそ うした伝統的
な性格 が薄れ てきたとして も知識層 としての存在であることには変わ りはない。調査農家の中に教師
が5人 いたが その うちバラモン階層が4人 を占めていた。そ して給料が平均 で4万3000ルピー と太 き
くきわめて安定 してい る』 また Nα22農家 の よ うに夫 婦2人 が共 に教 師 で あ る こ とや,No.24農家 の
ように村の酪農組合の会計責任者 となってい ることな ども注 目され る。記帳能力があ り,村民か ら尊
敬されているか らであろう。
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他 方農 業 に つい て は3ヘ クタール の農地 を所有 し,耕 種 か ら12,467ルピー,畜 産 か らは16,888ルピ
ー を得 ,合 計 で29,355ルピー を得 て い る。 ところが バ ラモ ン とほ"同 じ農 地規 模 を もつマ リはバ ラ モ
ンの2倍 の58,638ルピー を得 てい る。
バ ラモ ン階 層 の 農 業 は後 に見 るよ う に耕 種 に お い て も穀 類 の ジ ョワー ル と綿 花 だ け の単 純 な もの で
今,村 の 中で ブー ム とな って い る ざ くろ な どの 果樹 栽培 を行 ってお らず仕 事 も雇 い人 に まか せ,自 か
図一1階 層別農蒙i戸当り耕種粗収入 単位冨舞
凡例㊤5@姻@
髪
....,一/,..;:;;難謹 製 臨1縷 無 し
睡 ジョワール
医欝ヨ バづラ
騰 甑 ＼ 　門 甥 灘 重子
ざくろ
瞬 野菜類
マリ
'sc髄 攣 彰 雌 無 舘灘 鞭 闘蕪 嘩 …;1□砂禦 び
;;翻轟ジ 盤__懸 燕 鋸,
1)自家 消 費 を除 く,'r'[:)ジ∋ ラール に は一 部 バ ジラ を含 む .
らは教師の仕事 に専念 して いる(図 一1)。農業に対 して力が入 っていない。実際農業経費 をみる と
バラモンの場合 は27,578ルピーを投下 しているため,赤 字 となってしまってい る。 それに対 してマ ラ
一夕やマ リもかな り多 く経費 を支出 しているが剰余 を出 している
。副業 的に農業 をしてい る階層 と本
腰 を入れてや ってい る階層 との差 は明 白である。
2)マ ラータ階層
マラータはマハ ラシュ トラ州 においては主要な農耕 カース トとされてお り,グ ジャラー ト州 の農耕
カース トであるパ チダールに相 当す る⑧。耕作者の大部分 を占め,メ タワーデ村 の農業生産 を担 って
いる。1戸 平均5ヘ クタール とい う規模 はソラプール県の平均 よ りも大 きい。農業粗収入 も60,251ル
ピーとバ ラモ ン層の2倍 である。 この階層 の特徴 はざ くろやボーアなどの果樹 を積極的に導入す ると
ともに砂糖 きびや野菜 などに も力を入れていることである。砂糖 きびは水 を沢山必要 とする上 に作物
の在圃期間が1年 半 と長 くかか るた め規模の小 さな農家では取 り入 れる ことがで きない。 また販売用
の野菜 として作付 けされているのは玉葱で あるが,こ れ も水の管理が必要である。玉葱 はイン ドにお
いてはもっ とも重要を野菜であ り,投 機的な性格 が強い作物 となっている。農 業 に もっとも熱心な隅
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層で,農 業経営費を極 力抑 えて純収 入を増やそう と努力 している。賃金やその他の事業収入 は平均以
下 と少 ないが,こ れには この階層 に属 する商店の収入が全 く把握で きなか ったため低 めに表示 され て
いる。 この調査では内職的 な事業収入は把握 できたが営業的 な事業収入 については十分把握で きなか
ったため粗収入が若干低めにでて しまった。特 にこの村 で村長役 ・サールパ ンチの農家では農業 を大
規模 におこな う一方集落 の中心地で商店 を開いてお り,そ こか らかな りの収入 を得ている。 しか し,
それが全 く把握 されていないため賃金 ・事業収入が平均以下 となって しまつ売 。その結果,農 家総収
入 が マ リや指 定 カー ス トよ り も少 な くな って い るの で ある。
次 に問題 なのは農耕 カース トといって も,多 様であ り,そ の内部 には格差 がみ られ平均だけでみる
ことはできない ことである。21戸の中 には鍛治屋,牛 乳の集配業,自 転車修理業,運 転手 といった仕
事 や賃労働 をお こなっている ものが あ り,兼業化 はかな り進 んでいるか らであ る。 そ こで この階層 か
ら典型 的 と考え られる3つ の農家を取 り出 して特徴 をみてみよう。
(1)商店経営
自営業 としては鍛 治屋や自転車修理業,牛 乳 の集配業な どが見 られ るが鍛 治屋 と自転車修理業の農
,
家 は二人 とも土地 をもってお らず,農 家 とい うよ りも農村職人層 といった方が よいであろう。 自営兼
業の代表 はサールパ ンチを勤 めるNO.2の農家である。農地20ヘクタール をもち農業だ けで もゆ うに
やっていける規模である。家族数はll人であるが直系家族 を除 く世帯 を別家族 として も2家 族 なので
ジ ョイ ン ト・フ ァー ミングで もない。 住宅 は集落 か ら少 し離 れた輝 の中 に あ り,農 場 の よ うで あ る。
穀物 の他にざ くろ80アー ルを栽培 し,さ らに椰子やマ ンゴなども植 えてお り,極 めて多角的な経営を
おこなっている。家族数が多いので労働力が あ り,こ うした経営 となっているが,自 家労働だけでは
足 りないため村 内の人 を雇わなければならない。指定部族 のNo.9農家が この農場 の労働力 として常
時働 いているのである。
他方兼業の商店は集落の中央にあり,穀類や肥料などの農業生産資材及び日常雑貨を販売してい
る。 この商店 はさらに公正価格店 として穀類や砂糖,灯 油 な どを販 売す る権利 をもっている(9}。村 内
の農家で生産 した農産物 を市場 まで運 べない人は,こ うした商店 に売 っているのである。商業利潤に
よって得た資金で農地 を集積 してきた と見 られ る。 ざ くろ園な ども自家の掘 り抜 き井戸 か ら電動 ポン
プで水 を汲 み」二げて ドリップ潅瀧 をお こない,防 除 も動力 で行 なっていた。 フォー ドの乗用 トラクタ
ーを使 っているのはメタワーデ村では この農家だ けであ り,農 業機械 らしい機械な ど殆 どない村のな
1
かでは突出 した経営である。
〈2)鍛治屋
農業耕作がまだ基本的に畜力 に依存 しているメ タワーデの村においては農機具 といって も牛が牽引
する鋤や鍬鎌の農具類が主な ものであ る。 こうした農具の修理修繕 は村人に とって欠かせないもので
あった。No,19の農家は農耕 カー ス トであるが実際 は鍛治屋であ る。鍛治屋 といって も店 を構iえた も
ので はな く,ふ い ごな どの小道具があ るだけのいたって簡単 なもので,仕 事 も鋤や鍛鉄の修理修繕が
主な ものであ る。鋤 は普通木製の枠 に鉄製 の刃先 をつけた もので ある。 トラクター を使 ってい るの
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は,先 に見た ようにサールパ ンチの農家だけで殆 どの農家 は牛2頭 に鋤 を曳かせ て各種の作業 をおこ
なって い る。
だが こうした鍛治屋 も最近では仕事 も少な くな ってきているという。仕事 をや りに くくさせている
のは燃料 とりわ け石炭の不足だ という。石炭が配給制でなかなか思 うように手に入 らない。その うえ
に村 の中だけでは仕事が少ないので村外へ も働 きに出なければならない という。実際 この鍛治屋 は農
地 を全 く持 ってお らず,こ の仕事だ けで生活 しているのであ る。年収 は2万 ル ピーにす ぎず生活 はき
つ い 。
(3)酪農組合の組合長
農地2ヘ クタールで乳牛3頭 を搾乳 しているNo.13農家は村の酪農組合の組合長 を勤めてい る。搾
乳牛3頭 は村の中では大 きい方であるが,ト ップにあるとい うわ けで はない。農地面積2ヘ クタール
はこの村 としては小 さい方だ し,そ の うえに働 き手が少 な く経営の拡大 は困難 である。総 収入 は62,
251ルピーでマラータや村平均 を上回 っているが,そ れ は酪 農か らの収入がやや大 きかったか らであ
る。総収入 を増 やす には耕種 にせ よ,畜 産 にせ よ,も っと単収 をあげることが必 要 となっている。 そ
のためにざ くろを導入 した り,落花生な どの油糧作物 を取 り入れた。泌乳能力の優れた改良種の導入
や,良 質の飼料 を確保す ることも必要であろ う。 しか し酪農組合の仕事 が忙 しいので外へ働 きにで る
ことはない。何故彼が組 合長になれたのか定かでないが,こ の農家が分家で,本 家の世帯 主が州政府
潅概局の役人で裕福な農家であることが背景 にあると考 えられる。
酪農組合では,組合の活動目標として乳量の増加と自給飼料の生産を挙げており,従来の穀類の増
産に加 えて とうもろこしの生産拡大 を課題 としてい る。
メタワー デ村 に酪農組合が結成 されたの は1989年のことで あ り,ま だ4年 しかた ってお らず,組 合
員 も51名で 世帯総 数 の1/4に す ぎない。 しか し組 合 員1人 あ た りの集荷 量 は1992年で3,765リッ ト
ル となった。かな り高い水準である。牛乳の出荷方法 は朝 と夕方の2回 ,組 合事務所前の広場 に組合
員が持 って きた牛乳 を組合が乳質検査のためのサ ンプル を採 り,20キロ入 りの牛乳缶 に詰 め替 えて県
連の車 に引 き渡す ことである。 こうして酪農は村 にとって重要な収入源 となって きた。村 の農業の将
来について一定の政 策を持 って方向づけをお こな っているの はメタ ワーデ村 に関 していえば酪農協だ
けだといってよいであろう。 その意味 で酪農協の組合役員選 出は重要な政治的行事 ともな っている。
3)マ リ階層
1981年センサスによるとマ リとい う名前は指定 カース トと指定部族 の両方 に記載 されていて まぎら
わ しいが(10},聞き取 りにお い て は農 家 は自分 の カー ス トを その どち ら に も上 げ なか った の で ヒ ン ヅ
ーカース トに含めてお きたい。 この階層か らはわずか2戸 しか聞 き取 りがで きなか ったのでば らつき
が大 きいか もしれない。その範囲でみる と,こ の階層は家族的結束力が強 く,大家族 を形成 して農地
の分割 を防 ぎ,大 規模 な経営 をお こなってい る。生産性 も高 くメタワー デ村 の農業 を リー・ドしてい
る。大家族 であるか ら中には非農業に勤務する者 もでて くる。No.Uの農家 は次男が教員 として働い
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てい る。集落か ら離れた畑の中に家があ り,家 の回 りをざ くろの果樹園 として集約的な農業 を営 んで
い る。
4)指定カース ト階層
グ ジュラー ト州 のばななの産地 であるカル ジャン村 とここメタ ワー デ村 との違 いは,こ の村の指定
カース ト階層 はかな り農地 を所有 し農業生産 に活発 に従事 している ことである。6戸 の うち農地 を所
有 してい な い もの は2戸 だ けで,残 り4戸 はか な り所 有 して いて,6戸 平 均 で2.5ヘクタ ー ル とな っ
てい る。イン ド全体の平均1.8ヘクタール と比較 して も大 き く,農 民 としての基礎 的条件 を備 えてい
るといってよいだろう。実際農業現金収入 は32,943ルピーでバ ラモン階層 を上回ってい る。農業収入
の うち耕種の方が多 く畜産 は耕種 の1/3で ある。 これは農地 が確保 され ているとい って も相対的 に
劣等地が多 く飼料等の確保が困難 なためだ と考 え られ る。
一般的にはこの階層 は土地 を所有 していないため農 業労働者 となっていることが多 く,収 入は もっ
ぱ ら賃金に依存 している。メタワーデ村 においては彼 らの賃金収入 はバラモンに次いで多 く,そ の結
1
果 として農家純収入ではマ ラータやマ リ階層 を凌 ぐもの となっている。 この面だけで見れ ば指定 カー
ス トの方が経済的 にはヒンヅーカース トよ りも上位に位置す る。 しか し1戸 当た りの家族員数が マラ
ータよ りも多 く,大 勢 の家族員が働いてこの収入 を稼 いでいるのだ といえよう。 また中には自分 で商
売 を始 めた人 も い る。No.6の 農 家 はチ ャ ンバ ー とい うカー ス トに属 し,農 地 を4.6ヘク ター ル持 っ
ているが末弟の23才の青年 は自宅で洋裁店 を始 めた。 ミシン1台 を元手 に材料 を仕入れ洋服 を作 った
り,修理 した りして年間1万 ル ピーの収入 を得 てい る。 これは農村地域 としてはかな り良い収入 であ
る。 ミシンを購入 した り,洋 裁の勉強がで きた ことが,こ うした道 を拓 くことを可能 に した。資金の
借 り入れな ど政府 の農村青年訓練事業計画(TRYEM)な どの優 遇措 置 に よった もので ある。 しか
し,こ うした ことがで きたのは,偶 然のチ ャンス とい うよ りもすで に農地があ り,一 定の収 入が確保
されていたか らであ ろう。農業収 入 は必要経費 によって殆 どな くなって しまうとはいえ,自 給用の穀
物 は確保 された しざ くろやボーアの果樹 も耕植 した。将来かな り安定 した収入が見込 まれ る農家であ
る 。
しか し,SC階 層 が すべ て この よ うに恵 まれ て い る わ けで は な い。No.8農家 は マハ ール とい うサ
ブ ・カー ス トに属 し もっ と も厳 しい差 別 を受 けて きた人 々 であ る(1D。家 族3人 で 農地 は全 くな く両
■
親 は2人 とも農業労働者 として働 き年間7,300ルピーの賃 金 をえているにす ぎない。21才の息子 はパ
ンダラプール市の大学で2,100ルピーの奨学金 をもらい勉学 にいそ しんで いる。貧困線 以下の家庭 と
認定 されてい る。乳牛1頭 を飼 ってい るがIRDP資金 で導入 した もの でまだ 自家消 費分だ け しかな
く販 売 は して いな い。
5)指定部族階層
この村では指定部族 は10%程度 を占めている。1961年時点で は郡 の統計 に も計上 されていなか った
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が,そ の後徐々 に増加 してきた と見 られる。 しか しグジャラー ト州におけるほどその割合 は高 くはな
い。 この階層において も土地 を持たない者は4戸 中1戸 のみであるが,SCに比較 して農地 規模 は小
さ く,平 均L3ヘ ク タールで あ った。 しか しこれ で も画期 的 な こ とで あ り,自 立 へ の 重 要 なス テ ップ
となるだろう。 ところが実際 には耕種収入は全 くな く,わ ずかに畜産 の収入があ っただ けであった。
農地が あって も農業がで きるような土地ではない こと,生産資材 などを購入で きないか らである。そ
れで も家畜 は山羊な どの中家畜だけでな く,頭数 は少ない ものの乳牛や水牛な ども飼 っていて,そ れ
が若干の収入 に結びついている。 しか し,経費 を差 し引 くとマイナスとなって しまい家計 はもっぱら
賃金に依存せ ざるをえない。家計収入自体 も村内の諸階層中最低 である。
この階層の典型 としてNo.4の農家を挙 げよう。彼 は指定部族の中で もコ リと呼ばれ るサ ブ ・カー
ス トに属する。農地 を全 く所有せず,生 活の糧 は農業労働だ けである。雇主の農家 は村長サールパ ン
チの家である。サールパ ンチの20ヘクタールの農地で年間 を通 して様々 な農作業 に従事 する。No.4
農家 はここで夫婦2人 がほ とん ど専従で働いているが,年 間 の賃金 は8,700ルピーにす ぎない。 これ
だけが彼 にとっては収入の全 てである。村内の上水道タンク付近の国有地に同 じ階層 に属 する人々 と
小集落 をな して住 んでいるが,家 は壁 を土で固め,屋 根 は藁で覆 っただけの粗末 な ものでここに家族
全員が生活 している。勿論電灯 も引かれていない。
9.非農業賃労働 と賃金
サ ンゴー レ郡 は純農村地帯であ り工場 などの勤務先は殆 どない。 ミラージ市な どの工業地域を抱 え
るサ ング リ県 に隣接 しているがメタワーデ村か らは通勤できる距離 ではない。兼業農家の大部分 は教
師(5戸)か 役 人(1戸)で あ り,サ ンゴ レ市 の商店 に勤 め る もの が1人(No .7)い るが工 場 に勤
める者は まった くいない。運転士が2人 いたが1人 は州の路線バ スの運転士(No.26)で普段 は200
キロ も離 れ た プー ネ市 で生活 して い る。 もう一人 の運転 士(No .16)は地 元 の勤 務 で あ る0
プーネ市 に在住 する運転士 は親 に送金 してお り,定年退職後には村へ帰 って,農 業を継 ぐという。
や は りプ ー ネで軍 隊 に勤務 してい た農 家(No.29)は退 職 した後 村 に戻 り,現 在 は 年 金8.400ルピー
と1.17ヘクタールの農業 を継 いだ。 このようにメタワーデ村の兼業 は教員や役人,運 転手 な どの安定
兼業を除けばわずかであ り,自転車修理業,牛 乳集配業,鍛 治屋 とい った 自営業の域 を出 る職業 では
ない。 この ことは依然 として農業で所得を挙 げていかな くてはな らないことを意味 している。協同組
合製糖工場 や製糸工場が数少ない就業の場 となっているが,そ れ らの工場 は村 か らはるか に離れた場
所に立地 している うえに,そ こで働 けるのはご く一部の人に限 られていて,工 業都市 スラー ト近隣の
カルジャン村 のようにスムーズに職 に就 けるというわ けではない。実際メタ ワーデ村 には工場 に勤務
してい る人 は一人 もいなか った。
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Ill.商品生産の展開 と農業経営
1.変化す る作付 け方式
イン ドで は作付 け方式 をクロッピング ・パ ター ンと呼んでいるが,作 づ け率や集約度 と関連 して議
論 されるこ とが多い。市場価格が高い農産物がそ うでない作物 を駆逐 してい く。従来米,小 麦,砂 糖
きび,落 花 生,ジ ュー ト,馬 鈴 薯 な どが そ う した作 物 と考 え られ て きた{121。合 理 的 な作 付 けを お こ
な うには水の利用や残留肥料の有効利用 といった ことな どが検討 される必要があ る。 けれ どもイ ン ド
においてよ り重要な ことは雨期作 と乾期作の適正な配分であ ろう。
一般 に雨期 の開始は地域によって異なっているが南西 モンスーンがイン ド半島南端か ら北上するに
つれて次第 に変化 してゆきマハ ラシュ トラ州 当た りでは6月 上旬 となる。 そして北部のデ リー に到達
するのは6月 下旬頃 となる。雨期 は日本の梅雨 よりも長 く9月 末 まで続 く。10月か ら翌年の5月 まで
は雨が全 く降 らない乾期 となる。乾期 は季節的には日本の秋 か ら春にかけての期間に相 当するが,日
竃
照が充分あ り,気温 は地域 によって異なるが調査地 ソラプール県で はもっとも寒い時で も17度位 でか
な り高 い。 この地域 の年 間降 水量 は678ミリ と少 な いが〔i3;,水さ え得 られれ ば農 業 は充 分 にで きる。
成熟が速い作物 であれば年に2回 の収穫がで きる。 ジ ョワールな どは播種 か ら4カ 月で収穫 できるの
で農民 には好 まれ る作物で雨期 と乾期の2回 にわたって作付 けされ る。 これ に対 して雨期 だけに作付
けされ る作物 もあ り,綿 花がその代表である。
イン ドで は雨期 をカ リー フ作,乾 期 をラビ一作 と呼んで区別 している。 どちらの作期 に作付 けす る
かは,そ の年の気象条件 にもよるが,大 体定 まっている。雨期 といって も降水量が不安定 なこ とが多
く,干越の被害 を受けやすい ことか ら,ラ ビー作 の方が好 まれる。特 にデッカン高原の ように干越傾
向地域 ではその傾向が強い。永年作物 である果樹 を除 くとメタワーデ村の場合,ラ ビー作 がカ リーフ
作 のほぼ2倍 となっているのはこのた めである。 なかで も穀類 の中核 をなすジ ョワールはラビ一作の
方が カ リー フ作 の5倍 とな ってい る。 自給用食糧 を確保す る とい う点で はう ビー作 の方が重 要であ
る。樹 園地 を除 く107ヘクター ル に限 って見 る とカ リー フ作 は37ヘク ター ル に す ぎず,ラ ビ一 作 が7
割 の70ヘク タール に達 す る。
農地 が実際 どの程度潅瀧 されているかを見るには,果 樹園 を除 いた作物 でみ ることが必要である。
,
それ による と潅概農地 は非潅流農地の ほぼ2倍 となっている。果樹園をすべて潅概農地 とみると潅灘
農地 は73%に及ぶ。1981年センサスのメタ ワー デ村 の潅概面積 率がわずか6.6%程度にす ぎなか った
ことか らす ると大変な海潮の普及 であった。
2。耕種部門の特徴
農業生産のひ とつの柱 となるのは耕種部門であ り,その基礎 となるのが農地面積 であ る。農家調査
によると農家1戸 当た りの平均所有農地面積 は3.9ヘクタールでsそ の うち耕地面積 は3,0ヘクタール
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であった。 ところが これ を作づ け面積か ら積 み上 げてい くと3.73ヘク タ ー ル に しか な ら ない(表 一
4)。耕 地 の利 用 率 は124.3%z,高い とはい えな い。
農地 として所有 していても実際 に耕作で きるのは農地の8 表 一4 メタワーデ村 の農家の作付面積
割にすぎず潅流が不十分なため耕作できない土地が出てく 1戸当り作 同構成比
るの で あ る。
付面積{a) (%)
小麦 23.6 &.3
作付 け面積には幾つかの特徴 が見 られ る。穀類 とりわ け 穀 ジ ョ ワー ル 166.9 44.f
類 バジラ 16.7 4.5ジ ョワールが圧倒的な部分 を占めること,果 実の生産が多
食 と う も ろ こ し 30.4 8.2
いこと,綿 花や油糧種子 がそれな りのウエイ トを占めるも 揮 豆 類 9.0 2.4
物 砂糖 きび 1.9 0.5
のの豆類や砂糖 きびの生産 はそれほ ど多 くないこ となどで 果 実 73.3 19.7
ある(図 一2)。 穀 類 には米 や 小 麦,雑 穀 で あ る ジ ョワー 野 菜 類
香 辛 料
12.9
0.3
3.2
C」
ル,バ ジラ,と う もろ こ しな どが含 まれ る。 米 は大 量 の水 非 油趣種子 13.i 3.5
を必 要 とす るた めメタワー デ村 のような干越傾向地域 には 富
作
棉
飼料作物
花 18.3
7.2
4.9
1.9
適 さな い。 実 際 サ ンゴー レ郡 全体 で も1988-89年に40ヘク 計 312.6 垂00.{}
タール がみ られた だけで比率 において も0.1%にも足 らな
かった。 しか し小麦の作付 け面積 は比較的大 き く23.6ヘク 1993年11月。
注1)聞 き と り調 査 、36戸。 2)調査時点は
ター ル で,割 合 で も6.3%と郡 の 水 準 を大 き く上 回 っ てい る。 つ ま り, 郡全体 で はまだジ ョワ ー ル,
バ ジラ といった伝統的な雑穀作が中心であって市場価格の高い米,小麦な どはまだ普及 していないの
であ る。 マハ ラ シュ トラ州 の人々 の食事 は今 日で も小麦を原料 としたチ ャパ ティや米 を主食 としてい
るが,こ の地域では米を作 ることがで きないためジ ョワールやバ ジラが主食 となっている。
図一2作 付面積構成の比較 サンゴーレ郡とメタワーヂ村 単位激
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2番目の特徴 は果樹面積が拡大 しているこ とであろう。 これには調査対象 としての果実の販売農協
の活動を見ようとしたため若干果樹農家に片寄ったかもしれない。郡全体がまだ果樹と野菜生産農家
が混在 している状況のなかでメタワーデ村 は果樹農業に特化 してきているように思われ る。 しか し果
実販売農協 の組合員数 は必 ず しもメタワーデ村 が トップではな く,郡 内に似 た ような村 が沢山見 られ
る。 その ことよ りも販売農協の専務が この村 に住 んで,ざ くろやチクな どの栽培 をしていることが村
民に影響 を及 ぼしていると見た方がよい。農家1戸 当た りの果樹面積 は73、3アールで作付 け面積全体
の約2割 を占める。果実 はざ くろとボーアであ る。 ざくろは日本で は酸度が強 くあま り好 まれる果物
ではないが,こ の ソラプール県一一帯で生産 され るざ くろは糖度が高 く優良 な果物 であ る。他方ボーア
は低 い トゲのあ る潅木状 の木でなつめのよ うな小 粒の果実 をつ ける。 ざ くろ に くらべ る と価格 も安
く,子 供のおやっといった感 じで,や や大衆的な果物である。 ざ くろが この ように急速 に普及 したの
はこの5年 位 のことで,も っぱら販売農協の指導によるものであった。
果実 に次 ぐの嫉とうもろこしである。 イン ドにおいて も街頭 で焼 とうもろこしを販売 しているが,
一般的 には実 を とって乾燥 させ,粉 にして食べ るか,家 畜の飼料 とな る。栽培面積 は1戸 当た り30ア
ール とかな り大 きい。郡 の平均 と比べて もメタ ワーデ村 は きわだっている。食用 とい うよりも飼料用
作物 としての需要増加 と見た方がよいであろ う。
とうもろこしほどで はないが,綿 花や油糧種子 の栽培 も注目され る。綿花 は1戸 平均18.3アールで
あま り大 きな面積 とはいえないが,カ リーフ作の重要作物であ り貴重な現金収入 をもた らしてい る。
それは後 に触 れるが綿花が協同組合製糸工場 に出荷 される ことか ら,価 格が安定 していることが挙 げ
られる。サ ンゴーレ市の近郊 に協同組合が建設 した製糸工場 は極 めて近代的な施設で あ り,労働者の
勤務時間を3交替制にして機械を昼夜運転をしている。労働者を村の綿花栽培の耕作者組合員からの
推薦に もとずいて採用す るな ど,地 元 に雇用 を もた らす ことを配慮 して運営 されている。
油糧種子はひまわ り,サ フラワー,落 花生な どであ り1戸 あた りにする と13アー ル程度 にす ぎない
が,イ ン ド全体の動 きか ら注 目 してよい と思 われ る。 それ は酪農開発庁(NDDB)が 酪 農 と同 じよ
うに生産 者を組織 し,質 の よい食用油 を生産 しようζい う事業が始めてい るか らであ る{ヨ4)。落花生
油 と菜種油をブレン ドし,紙 のパ ックに詰 めて低価格で販売 した ことか ら,食 用油の流通革新 を引き
起 こした。 こうしてイン ドは今や食用油に関 して も輸入国か ら輸 出国へ と転換 しつつある。
もうひとつ注 目してお きたいのは飼料作物の導入であ る。 メタ ワー デ村 の農民 は家畜 の飼料 として
1
従来の ように作物の残津だけを使 うので はな く飼料用作 物 を栽培 し始 めたか らで ある。 これは88-89
年の郡統計に はまだ出て こなかった ものである。 メタワーデ村 においては まだわずか7ア ールにすぎ
ないが,調 査農家の うち3戸 が飼料用作物 を作付 け している と答 えている。 この ようにな ってきたの
は,搾 乳牛のかな りの数が在来種 か ら交雑種へ と転換 して きているか らで ある。 そして実際 こうした
交雑種の方がはるかに多くの牛乳を生産している。乳量を増やすには良質の粗飼料を給与しなければ
ならないか らである。 こうして飼料作物 は従来の雑穀作に とって代わ りつつあ る。
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3.畜産経営の展開 と課題
1)畜産収入
先 に見た ように農家 現 金収入 の うち畜産 か らの収入 は15,459ルピーで あ った。
き取 りに もとづ いて い るが, 聞 き漏れが多いこと,農家が過小 に報告 していると思われ ることな どの
ため,実 際 よ りはやや低 いと思われ る。 そうした聞き漏れの原因の一つは在来種 と改良種 の区別,家
畜の売買に関する情報が不+分だったためである.融 地においては畜醗 営力・ま騰 畜舗 として
純化 していないか ら,子牛 が肥育素牛 としてす ぐに売 られた り,老廃牛が肉牛 として売買 され ること
は少ないとしても,山 羊などはかな り頻 繁に売買 されているからこれに伴 う決済 もある筈である
。 そ
のため牛乳の販売量 については推定 に依 らざるをえなかった ところもある。
生産 量は交雑種の導入によってかな り高 まって きている。在来種か改良種かの区別が全ての農家につ
いてお こなわれ なか った た め に, 在来種の基準 に もとづいて推定せざるをえなか った。 こうして算出
したのが先の集計表であった。
36戸の畜 産収 入 は平均 で は15,459ルピーで あ ったが, その基礎 となった牛 は乳生 水牛合わせて3.
64頭で あ った (表一5)。 この うち 3才 以 上 の雌 の成牛 は乳 牛 で1.28頭,水牛 で は0.50頭であ った。
表二5メ 塑 一デ村農家f戸 当 り家畜飼養
一 画 単位=頭管一
バラモン マ ラ ー タ マ リ SC ST 計
乳
成雄牛 0.3 0.76 Lo 0.66 o 0.64
牛 成雌牛 1.7 1.a. 2.0 LOO 0 1.28
子 牛 LO 0.85 1.5 0.83 0.75 0.89
成雄牛 0 D 0 0 0 0
葦 成雌牛 0 0.61 LO 0.16 0.5 0.50
子 牛 0 0.33 1.0 0.16 Q.25 0.31一_昌
成雄牛計 1.7 2.09 3.0 1.16 0.5 1.78
成 雄 0 0 0 O.50 0 0.08
宰 成 雌 0 0.90 2.0 0.33 0.5 0.7,
子 羊 0 0.19 0 0.16 0 0.11
注1) 成年は3才以上。 2)調 査 時 点:19931=11月。
つま り分娩 可能 な牛 は乳 牛 と水牛 で1.78頭だ った。 これ らの牛について筆者が カルジャン村で推計 し
た1頭 あた り生産乳量 とメタワーデ村の平均乳価 を掛 けて算出 した ものである。
よる と牛 乳 か らの収 入 は7,852ルピーで」 畜産総収入の半分 にす ぎない。残 り
くもの と牛の耕作労働 にもとつ く収入である。イ ンドの農業 において家畜 による耕作を俵頼 する際
人間の労賃 とは別 に牛 の労働分が要求 される。牛の労働にたいする対価 も畜産収入 として計上 されて
いるの で ある。
2)改良種の導入
牛が年間 に生産す る乳量 は最近徐々 に高 まってきている。 これまでは生産乳量が少ない在来種が多
く飼 養 され て いて, しか も作物残津 などしか与 えられなかった。 これに対 して政府 や農業技術普及所
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などが改良種の導入や飼料の改善 を指導 して きた。1993年の家畜セ ンサスのメタワーデ分 の調査 によ
る と乳牛の在来種 と改良種ではその比率が完全に逆転 してい る。3才 以上 の改良種が96頭に対 して在
来種 は72頭とな って しまった(is,。農業省畜産酪農庁の後援 に もとつ く調査 に よると1987/88年の マ
ハ ラ シュ トラ州 の在 来種 は1日 当た り1.021リッ トル しか生 産 しな か った㈹ 。 ところが改良種 は1日
当た り,5.318リッ トル も生産 す るよ うに な った ので あ る。 年 間 に換 算 す る と乳 量 は1,494リッ トル に
なる。他方在来種 の場合は287リッ トルにすぎなかった。 また水牛 の乳量は900リッ トル で あ った 。
こうした推計が どの程度正確な ものかを明 らかに してお くことが必要 であ ろう。 そこで先に筆者が
カル ジャン村 で行 った推計 に もとづ き村全体の年間生産乳量 を計算 してみる と, 乳 牛 で100,128リッ
トル,水 牛 で81,972リッ トル,合 計 で182,100リッ トル とな る に す ぎ な か っ た(17}。この量は村の酪農
協が1992-93年度 に集荷 した 乳量 よ り も10,000リッ トル も少 な い量 で あ る。 つ ま り推 計 が か な り低 め
になされた ことを意味す る。改.良種 の生産乳量が相当増加 してい ること,改良種の頭数が増えている
ことの2つ の理 由によって先 の仮定が現実に合わな くなって きていたのである。 そ こでイン ド農業省
の調査の うちマハ ラシュ トラ州の平均値 を使 って計算 し直 してみ ると乳牛で は164,088リッ トル,水
牛 で は72,900リッ トル,計236,989リッ トル とな った。 この うち 自家 消費 され る部 分 が 若 干 あ り,実
際 に酪 農 協 に集荷 され た乳 量 は192,039リッ トル とな った と考 え られ る。生産された乳量に対して販
売 された乳量の割合 を商品化率 と呼ぶ ならば,メ タワーデ村 の牛乳の商品化率 は80%であ り, 2割の
牛乳が自家消費 されていた とみ られるのである。実際聞 き取 り調査中に も,何 戸かの農家では牛 乳を
酪農協 に全 く出荷せず,自 家消費 している農家があったが,牛 乳 に関 しては実態 を反映 している と見
て よい だ ろ う。
4.農業経営費の構造 と生産性
農業経営費の構成 は農業構造の もう一 つの面 を浮 き彫 りに している。それは畜力依存の農業が大変
な人間の労働力浪費に も依存 しているということである。賃金の支払がほぼ2割 に及んでい るが,こ
れは雄牛 の労働 とセ ッ トとなってい るもの で両者 で機業経費の1/4を 占めてい る(表 一6)。賃金
の支払 はバラモン層だけでな くマ リやSC階 層で も見 られ家畜な し 表 一 6農業経営費の構成
(単位:ル ピー 、%}
で は農 業 が で きない こ とを示 して い る。 トラ クタ ーを使 って い るマ 金 額 構成比
ラータ層では支払賃金が多少少ないがそれで も雇用な しで済 ます ご
6
肥 料
農 薬
7,129
3.40E
2C.3
9.7
とはで きない。イン ド農村 においては乗用 トラクターは利 用 され て 資 材 2,403 6.8
堆 肥 1,518 4.3
いるが小型のハ ン ド・トラクター は殆 ど使われていない。機械 を入 飼 料 3,883 ll.1
燃 料 83 02
れれ ば労働力 を排除 して しまうか らで ある。 賃 金 6,727 19.童
雄牛耕作 且,582 4.5
次 に厩肥の活用が低 く,化学肥料に依存 しているため経営費に占 灌概経費 2β04 6.G
金 利 3,064 8.7
める肥料費の割合が高い ことである。 これ は牛の糞を乾燥 して燃料 機械利用 708 2.0
そ の 他 2,363 6.7
に使 うという習慣があるためで,有 機質が農地 に還元 されないので 計 35,16E
,
100.0
ある。 この ことは長期的 には農地の荒廃 につなが り,農業生産力の 出所 表一1に 同じ。
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発展を阻む要因 となっている。
農業経営費のなかで大 きいのは潅概費 と金利 負担であろ う。潅概は用水費 として国に支払 うものの
他 に個人的に潅概事業 に費 した経費でかな り重 い個人負担 となっていることである。 こ うした直接負
担のほかに海難のため各種の借入れ資金の金利がある。制度資金や協同組合の資金を借り入れている
ので あるが,個 人的 な貸借 もかな り多い。 これ らは当然の ことなが ら高い金利 を伴 うものであ る。村
に信用農協があるが組 合の資金だけでは足 りな いためさまざまなルー トを通 じて調達 しているのが実
態 で あ る。
こうした再生産のなかで農民が指標 としているのは土地の生産性であろう。農地10アール 当た りに
換 算 した 農 業 現 金 粗 収 入 は平 均 で831ルピ ー で あ った が,砂 糖 きび は12,836ルピ ー で あ った(表 一
7)。これ は最初 に指摘 したように,自 給部 分を控除 しているため穀類が不当に低 く計算 されている
がそれ以外の ものについてはほぼ妥当 と考 えられ る。農地 は農産物の市場価値の高い もの によって利
用 されている実態が明かである。 けれ ども潅慨で きない土地ではこうした作物選択 はで きないであろ
う。実際砂糖 きび も単位面積 に換算すれ ばこうなるというに とどまる。 と 表 一7 作物の生産性
(単位:ル ピー 〉
ころがメタワー デ村 の砂糖 きびの作付 け面積 はわずか2ア ールにすぎなか
10a当 り
ったのである。その点でざ くろや綿花 などは高い収益を挙 げているが,水 作 物 粗収入
が不足する条件の もとでの農民の現実的対応 とみることがで きる。 ジ ョワ ー ル 135.2
バジラ 12.5
小麦 82.2
と う も ろ こ し 228.9
iv.農産物販売と販売組織 豆類 2&'L.2
野菜類 1,DO3.3
油糧種子 987.7
1.農産物の販売方法 と販売組織 棉花 1,857.9
砂聴きび 12,83&.8
イン ドの農村においては農民はさまざまな方法で農産物 を販売 している ざくろ 3,945.E
が,そ れ には定期市への出荷,卸 売 り市場への販売委託,地 場商人 への販 ボーア
飼料作物
870.3
93.o
売,販売農協を通ずる委託販売,農産物加工協同組合への販売等が挙げら 計 831.3
れる。定期市 はどこで も見 られ る商品取引の古い形態であるが村の中心部
や寺院の周囲に定期的に開かれ る。 こうした市 は交通手段 を もたない農民
注D自 給 分 を0
2)夏993年11月調 査 。
にとっては重要 な農産物の販売方法であるだけでな く,生活必需品 を購入 出所、調査個票よりQ
する機会 ともなっている。実際1981年セ ンサスにはこの市の開催 日が村毎に記述 されているが一般的
には10日毎 の 開催 とい うの が 多 い(i8,。農 産物 は もち ろん の こ と,畑 の雑 草 まで もが 飼 料 と して販 売
されている。農民 自身が出店する というよりは商人 が農民か ら農産物 を仕入れ ることが多い。
けれ どもこうした定期市 は狭 い範囲で しか取引 されないか ら,販 売量 も限 られているし,供給する
側 も剰余の調整 とい った程度の位置づけに しかな らない。設備が整 った市場の設置が要求 されて くる
のであ る。現在農産物販売法 に基づいて各都市には法律に準拠 した規制市場が形成 されつつあ り,農
産物の流通 も次第 にこうした市場 で取引 され るよ・うになって きている側 。
メタワーデ村の農民が農産物 を販売す るには,定 期市への出店,規 制市場への委託販売, 農協を通
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ずる委託販売,村 内外の業者への販売な どである。 この中で販売数量や金額 が多 い と考 え られ るのは
農協 を通す販売方法であるが,金 額面か ら全体像 を把握することは困難 であ る。 そこでやや模式的で
あるが農産物の販売ルー トを次の ように区分 して検討 してみよう。
A.農 協 を通す方法
1.村 レベル農協を通す方法
牛乳 … ・村酪農協 一県酪連 一
2.郡 レベル農協(単 協)を 通す方法
果実 ・… 農産物販売農協
綿花 ・… 協同組合製糸工場
砂糖 きび・・協同組合製糖工場
B.規 制市場 への出荷
果実,野 菜,穀 類,家 畜等 。
C.村 内外の業者を通す方法
零
穀 類,果 実,野 菜,家 畜等 。
D.定 期市への出店 と持 ち込み
農産物全般。
こうした販売方法 は村 レベルの組合 については把握で きるが,酪 農協以外 まとまった形では殆 ど把
握で きない。協同組合 の組合員ではあるが村段階の支部 といった ものがないか ら個別対応 とな ってし
まっているか らである。 そこで ここではAの 農協 を通ず る販売方法だけに限定 して検 討 してお きた
い 。
関係す る組合の活動を見 るには個別 の組合 を検討する ことが必 要であ るが,そ れ を位置づけ る意味
から統計デー タが入手で きる県平均 と比較 しておきたい。 そ こで初 めに農民が販売面で関係す る農協
が県全体で どの くらいあるかを概観 してお くことが必要であろう。対象地域であるマハラシュ トラ州
に は33の県 が あ りソ ラ プ ー ル 県 は そ う ち の一 つで あ る。 県 内 に は12の郡 が あ り,各 部 に はお よ そ
70～80の村が あ り,県全体では900ほどとな る。 ここに農業関連の協同組合 として信用組合896,酪農
協753,揚水潅概組合191,販売農協26,協同組合製糖工場13,同製糸工場13,漁業協同組合76が組織
され てい る⑳ 。 信用農協 と酪農協 は村の総数 に近 いこ とか ら分 かるように殆 どの村 に組織 されて い
,
るが, 販売農協,製 糖工場,製 糸工場 は数が一桁少 な く主に郡 レベルに組織 され てい る実態がわか
る 。
2.村 レベルの販売組織
1)農業生産様式と酪農協
今 日イン ドの農村 で目ざましい発展 をみせているのが酪農協で ある。 とりわ け協 同組合の先進地 と
いわれ るグジャラニ ト州 とマハ ラシュ トラ州 で 目ざましい。 ソラプール県 にお いては753を数 え信用
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農 協 につ い で数が 多 く,メ タ ワー デ村 の酪 農 協 もこ うした組 合 の一一つ であ る。
一般にイン ドで は肉を食 べないので国民 はカロ リーの不足分 を牛乳や油か ら補 っている。牛乳の質
という点 からみると乳牛の乳 よりも水牛の乳の方が脂肪分が多 く,そ の方が好 まれ てきた。 こうした
伝統のなかで牛乳は もっぱ ら水牛か らとり乳牛は耕 作のための牽引力 とされ てきたのであ る。 この構
造 はメタワーデ村 において も同様であ り先 に見た ように水牛 を含めた成雌牛1.78頭に対 して成雄牛は
1/3に 当 た る0.64頭が飼 われ てい て,実 際 に も所 得 を稼 い で いた の であ る。
牛乳の販売量は先 に見た ような実績 をあげてい るが,こ うした活動 を リー ドするのが酪農協であっ
た。 メタ ワーデ村の酪農 協は1985年に設立 されたばか りで歴史 は浅 いが,村 の農業 にとって益々重要
な柱 になってきてい る。組合員は51名で,こ の中か ら9名 の理事及 び組合長が選 出され る。現在 の組
合 長 は先 に触 れた よ うにNo.13の農 家 で あ るが,事 務 長 はマ ラ一 夕のNo .31の農 家が,会 計 長 に はバ
ラモンのNo.24の農 家が担 当 してい る。事務長 は専従 で月給 が375ルピーであ る。 その他 に牛乳 の計
量 員 に月475ルピー を払 って い る。
酪農協の仕事は1日 に2回,朝 と夕方組合員が組合へ持 って きた牛乳の脂肪 率を検査 し,20キロ入
りの牛乳缶 に詰 め替 えて県連の集荷用 トラックに積 み込 むことである。翌朝 も同 じことが繰 り返 され
る。 この脂肪率 の検査 はNDDBが 開発 した小型の検査器 によるとたち どころに判明 するのだが,メ
タワーデ村の場合はやや旧式の機械であった。 さらに,代 金の支払 はグジャラー ト州 においてはどこ
の村 で も1[12回 支 払 われ るが,こ こで は ま とめて10日毎 に支払 って い る。 こう して集 荷 され た牛 乳
は通常処理工場へ直送され飲用加工されるが,村から工場までの距離が遠い場合には中間点に冷却施
設 を設 けて,牛 乳 を一且冷却 した後 タンクロー リーで本工場 へ送 られ る。 メタワーデ村の場 合 も工場
があるソラプール までは距離 があ るため,サ ンゴーレ市 に設置 された冷却施 設で冷却 され ることにな
る 。
村酪農協は年に1回,総会を聞き当該年度の活動を総括し次年度の事業計画 を練 ワ,役員を選出す
る。酪 農 協が1992年度 に掲 げた事 業項 目 は次 の よ うな もの だ った(23J。
①牛乳の購入,加 工,販 売
②組合員問の協同,貯蓄,相互依存
③家畜飼料,油粕,粗飼料の供給販売
④酪農に必要な資材の購入
⑤家畜の病気の予防,家畜管理の訓練
⑥酪農産業に関する最新情報の提供
⑦組合員からの牛乳の集荷,販売のための調整
⑧牛乳生産の改善に関する情報提供と指導
⑨牛乳の脂肪分に基づく代金の支払。
2)酪農開発計画と販売方式
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農業構造が こうした状態 にある時,牛 乳を少 しで も有利 に販売 し所得 をあげた い とす る願 望 は強
い。それが酪農組合の結成 につなが ったのであるが,そ の進め方をめ ぐっては意見が必ず しもまとま
って い ない。政 府 が進 め てい るオ ペ レー シ ョン ・ブラ ッ ド計 画 はマ ハ ラシュ トラ州 で は必 ず しも賛 同
を え てい る とはい えず,独 自の道 を歩 ん で い る よ うに見 え る働 。 それ はマハ ラ シ ュ トラ州 に お い て
は,郡 レベルの単位酪農協が大 きな力 をもっていて県連が行 う事業 を実際におこなってい るか らであ
る。例 えば隣の コラプール県にあるワラナ酪農協 は単協で はあるが県連 に匹敵するほ どの実力 をもっ
ていて県連 に統合する必要性 を認めていない。 これに対 してグジャラー ト州の アムール酪農 は12ある
県の一 つの1県 連 にすぎなかったが,州 連合会結成 に参加 し,自分 のブラン ド銘 を州 の統一 ブラン ド
銘 とすることに同意 した。 その ことによって今やアムールの銘柄 は全国的に知 られ るようになってい
る。 ところが ワラナの場合,生 産 か ら販売 まですべての責任 をもたな くてはな らないため生産 者の組
織化 やマーケテ ィングにおいてはか な りの負担 となってい る。 この問題は単 に酪農協の在 り方 をどう
す るか とい う問題 にとどまらず農村地 域全体 の将来の発展戦略をどう描 くか にかかわ る問題であ り,
解決が求められている。
`
3)信用農協と農産物販売
信用農協 は一般 的には村 内に住 むすべての人 に とってもっ とも身近かな存在 であり,生 活要求 に応
える機関 とされている。 ところが現実にはそ うした要求には充分応 えていない。信用農協が地元の農
民が生産 した農産物 を販売 して くれないか らである。信用農協であるか ら本来 そうした義務 はないの
であるが,村 には牛乳以外の農産物 を扱って くれる機関がな く,規制市場 まで運べない者 は業者 に売
らざるをえないのが実態である。
農業金融制度が次第に整備されてきているので農民の関心は資金の調達から農産物の販売方法へと
移ってきている。農業が自給 を達成する ことが主要な目的であった段階ならば営農資金 についての要
望が最優先する。 だが農産物の販売 を作物 ごとの協同組合がある程度担 うようにな り,営 農に必要な
資金 をこれ らの組合 までが融資 した り,銀行か らの借 り入れ を支援す るようになって くる と信用農協
の本来 の存在理由が問われて くるのである。地元 にあって組合員の営農 に密着 した事業 を行 うのであ
れば組合 は組合員が今 もっとも必要 としていることに取 り組 むべ きであろう。例 えば大 きな協同組合
が扱わないマイナーな作物 について もっ ときめ細かな販売ルー トを作 ってやることである。実際政府
■
計画委員会が第7次 の5カ 年計画 において販売事業 を強化す るよう訴 えて きたが現実には事態 はそ う
なっていかないのである(2;)。地元 の農業全体 を見渡 して農業を計画 し組織す る者 がいな いか らであ
る。 こうした事情 はメタワー デ村の場 合 もほぼ同様 である。 ソラプール県 に関 してい うと896ある組
合の うち販 売事業 をおこな ってい る組合 は一つ もない倒 。分配事 業は 降本 でい う購買事 業の ことで
あ るが,生 産資材購買 を行 ってい る組合 は42で4.6%の組合 にすぎない。生活 資材 については255組
合,28,9%とやや多 くなるが,こ れは公正価格店のある組合 とほぼダブってお り積極的な購買事業 と
い うよりは配給事業 を便乗 した:事業 にすぎない。
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3.郡 レベルの販売組織
郡 レベルを組織基盤 としてい る協同組合 は3つ あ り,メ タワーデ村で生産 してい る農産物 の面積は
少ないが,こ れ らの組合 に全てかかわっている。
ア.協 同組合製糖工場
1)一般的特徴
砂糖 きびか ら砂糖 を精製するには大規模 な施設が必要であ り,村段階の農協が こうした施設 を建設
することは不可能で ある。 このため郡の領域 で多数の農民から資金を集 め大規模な協 同組合 を組織 し
てい くことが必要 とな って くる。 こうした ことを行 うには相当の政治的 な力量が必要 とされ る。実際
この地域 で製糖農協 を組織 してきた人々は多 く独立運動に も参加 した行動的な人々であった{25)。
ソラプール県内 には現在]3の協同組合製糖工場が稼働 していお り,1郡1工 場 とい う勘定 となる。
1つの郡 にはおおよそ70～80ほどの村 があるから事業 はそれ らの村 を管轄 区域 として運営 され ること
になる。 メタワーデ村の砂糖 きび耕作者が加盟 している組合 は隣 のサング リ県にあるマ ンガ ンが協同
組合製糖工場 である(表 一8)。
表一8メ タワーデ農民関係協 同組合
1996年3月
〈1992年,ルピ ー)
郡 レベル農協 村 レベル農協単
位 農産物販売農協 協同組合製糖工場 協同組合紡績工場
県レベル
酪農協県連 村酪農協同組合 村信用農協
所在地
設立年
給組合員
メタワーデ組
合員
出資金
処理能力
=
人
人
竺
サ ンー ゴ レ市 サ ン グ リ県 サ ン ゴー レ市
1987.61981,111980 .1
896(366)11,0367 ,043
934149
L2(百万)51.92(百 万)4.32(百 万 》
135(トン/年1)1250(トン/卜D3.92807フ」帽 年)
ソラ プ ー ル 市
1981.12
614(単協)
71(遷絵)
一
9.2(百万)
31,559.881(1/年)
メ タ ワ ー デ村 メ タ ワ ー デ村
1989.101991.6
}51}368
51072,500
92,03f('/年)一
出所
1)PandhariPrasadPhalUtpadak,SahakariSansthaMaryadit:Brief2Vo'θ&1993.
2)Mangan8aSahakariSakharKarkhana.Ltd:1011!1'〃〃f81'～召加'でノbrtheYear1991_9a.
3)ShetkariSahakariSootGirniLtd;8γ吻 」Vo'g.
a)SolapurZ川aSahakξ量r三DudhUtpadakSa置1gh,ゼ'θ泥3"た、4〃'～o'1～ψoア'for〃～θ}'em-1902-93.
5)ShreeSadguruSamartha[〕udhUtpadakSahakaτiSanstha,Ltd:、4η'擢'Report.
6)ChhatrapatiNagariSahakaripatSansthaMargadeet.ん～'で召!1～ψoγ419!λ3.
工 場 は1981年に 設 立 さ れ た の で す で に10数年 を経 過 して い る。 組 合 員 数 は1万1千 名 と きわ め て大 き
な組 合 で あ るが る が,メ タ ワ ー デ 村 の組 合 員 は そ の う ち の41名 にす ぎな い。1日 当 た りの 砂 糖 き び の
破砕 量 は1,250トン と きわ め て大 規 模 な 工 場 で あ る 。 こ う した 製 糖 工 場 は一 般 的 に は 次 の よ う な 特 徴
が み ら れ る。 ① 巨 額 の 資 本 金,② 政 府 出 資 が 大 き い こ と,③ 砂 糖 き び の 収 穫 運 搬 に膨 大 な 労 働 が 必 要
な こ と,④ 生 産 を安 定 させ る た め に 工 場 が 潅 瀧 組 合 等 を組 織 し組 合 員 を 援 助 して い る こ と な どで あ
る。 そ こで 県 平 均 の デ ー タ を参 考 に しな が らマ ン ガ ン ガ の 工 場 を概 観 して お き た い 。
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2)事業内容 と効果
マ ンガンガの協同組合製糖工場 は5,192万ルピーの資本金で運営 され てい るが,メ タワー デ村 が属す
る ソラプー ル県 の平 均 は1,623万ル ピー で1/3の 規模 で あ り,し か も組 合 員数 は4,53]人と小 さい。
それで も工場 らしい工場がなに もない農村地域 においては,巨 大な企業であることには変 りはない。
これが砂糖 きびを買い付 け,多 くの恒常,臨 時 の労働者 に雇用の場 を提供 している事実 は重要 であ
る。原料調達では組合員1人 か ら47.3トンの砂糖 きびを買 い付 けている。1ト ンの購入単価 が260ル
ピーだ どす る と,1人 当た り12,298ルピーが農 家 のふ ところ に入 る計 算 とな る。 これ は は じめの と こ
ろで見た農業収入に比べて如何 に大 きな ものであるかがわか る。 しか し,マ ンガ ンが製糖工場の組合
員 の場 合 は1人 当 た りll,8トン,金 額 換算 で3,068ルピー と少 ない。
次 に資本金に対 する政府の出資割合が きわめて高いことである。 この ことは政府の工場 への発言力
を強 める ことにな る。事実砂糖 は配給品目であ り生産 された砂糖の一6定量を課税対象 として時価 よ り
も安 く政府に売 ワ渡 さな くてはな らない。そ うした義務が あるにして も干ばつ傾向地域の農民に とっ
て砂糖 きびは農業発展の鍵を握 っているのである。
農民に とって製糖工場 はまた安全な出稼 ぎの場 ともなっている。砂糖 きびの収穫運搬が工場の計画
に基づいてお こなわれ,約 半年 にわたって出稼 ぎ農民の労働に依存 することになる。サ ング リ県にあ
る多 くの製糖工場 が ソラプールな どの周辺諸県か らこうした労働力 を大量 に受 け入 れてい るのであ
る(26;。
さらに工場が組合員のために潅概組合を組織したり,技術援助や地域住民に対して教育や医療面の
サー ビスをお こなっていることも注 目され る。マ ンガ ンが組合 は潅概組合 を組織 してはいないが,井
戸の掘 り下げのためにバ ックホーなどの大型機械 を リースで貸出 した り,砂糖 きびの改良種 の苗 を供
給 している。 その他 に,養 鶏組合を組織 した り飼料工場 を経営 した り,地 域の農民 に結婚式の会場 を
提供 した り,救急医療の体制 を整 えている。
最近 では付加価値 を高めるために糖密か ら工 業用アル コール を醸造することが多 くなってきた。マ
ンガ ンガの工場 で も1993年か ら稼働 を始 めた。
イ.協 同組合製糸工場
1)一一般 的 特徴
1
植民地時代イ ン ドの綿花 は英国に輸 出されそ こで加工 されるか,ボ ンベイな どで民族資本 の製糸 ・
紡績工場 によって加工されてきた。独立後,国 民会議派政権 は繊維産業 を協同組合部門によって発展
させ ようとする政策 をとってきた。実際 こうして各地 に協同組合主導の製糸 ・紡績工場が優先的 に建
設 されてきたのである。 ソラプール県においては現在製糖 工場 の数 と同様13工場が稼働 している。
製糸工場 は製糖工場 と並んでイン ド農村部の きわだった近代的大工場である。メタワーデ村 の農民
が組合員 となっている製糸工場 はサ ンゴー レ市の近郊 に198C年に建設 された。組合員は7,043名で∫
製糖工場 よりも少 ないがメタワーデ村 の組合員 は44名であ る。資本金 は製糖工場 に比 べて1/10と小
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さいが,近 代的な工場であ る。政府出資は7割 で製糖工場 よ りもはるかに高 い。 これは政府が製糸 ・
紡績工業 を農村振興の要に位置づけるとともに,輸 出産業 として も育成 して きたか らである。県全体
の原 綿生 産 量2400トン(1990年)なの で,1工 場 あた りの調 達 量 は185トン とい う こ とに な る。平 均
的 な単 収 は1ヘ クター ル 当た り1ト ンな の でメ タワー デ の農 民 も6.6トン を生 産 して い た ことに な る。
サ ンゴレ製糸工場の場合30,096錘の能力を もち,製 品は製糸重量 で393万キ ログラムであった。
2)生産者 との関係
製糸工場 の場合 は原料が無機物 に近 く,量 がか さばるものの重量 はあま りないか ら牛乳や砂糖 きび
のように工場 への搬入 に係わ る問題 はほ とん どない といって よいだ ろう。工場の関心 は もっぱ ら生産
者が安定的に原料 を供給 して くれ ることである。 ところが最近 その供給量が減 って きてい るこ とが心
配の種である。工場が組合員 に対 して とっている方針 は綿花栽培 に関する技術指導,綿 花の種子 の供
給,工 場 で働 く労働者採用の際の推薦制,養 蚕の技術指導,植 林計画の推進等であ る。綿花 の種子 は
食用油の原料 となる し・家畜 の飼料が不足 してい る農村では優良 な濃厚飼料 とされている。放 ってお
けば翌年度 の播種のための種子が不足 してしまう。労働者の採用 については特に慎重 である。工場が
昼夜3交 替 で稼働 しているため労働争議が発生 しかねないか らである。 そ こで工場 は労働者 を一般の
市場から採用するのではなく生産者農民の子弟を優先的に地元の農協役員の推薦で受け入れことにし
てい る。工場の隣接地に労働者住宅 を建設 した り,労 働者購買店 を設けた りして賃金以外の原物支給
を増 やす ことによって労働者 との関係 を良好に維持 しようと努めている。養蚕の技術指導は始 まった
ばか りであるが,工 場 の敷地内 に蚕の飼育所 を設 け,桑 畑 を造成 するなどして農村 の女性 を対 象に教
育 している。 しか しこの地域 は桑の生育 にはあまり適 さないので養蚕農家 が増 えるか どうか は疑問で
あるが,繊 維産業の重要性 を農民 に認識 させようという意図は評価 され よう。 さらに植林計画 である
が,こ れ も工場内の空 き地 を植林 してい くもので,組 合員の教育的効果をね らった ものであ る。 ここ
で育成 されたマ ンゴや ざ くろといった果樹 の苗木が展示即売的な意味を もち組合員に適正 な価格で販
売されてい く効 果があ る。
ウ.農 産物販 売農協
1)一一般 的 特 徴
いまイン ドの農村 で酪農協 に次いで注 目を集 めているのが農産物販売農協 であろう。農産物 といっ
ても砂糖 きびや綿花 を除 いた もので穀 類や果実,'野菜 などの販売農協である。 こうした組合が注目さ
れるのは,穀 類がほぼ自給 できるようにな り,販売 できる農産物 を増 やしたいとい う農民 の要望が高
まってきてい るか らである。 さらに農産物の性格 か ら加工す るプロセスが少 ないため,設 備投 資が少
な くて済 むことも影響 してい る。 メタワーデ村の農民が組合員 となっている農産物販売農協 はサンゴ
レ市 に本部 を置 くパ ンダ リ・プラサ ッ ド販売農協 である。 ざくろが本命 であ るが最近 はボーア,チ ク
といった果物 なども取 り扱 うようになってきた。設立 は他の2つ の組合 よ りもず っと新 し く1987年で
ある。 組合 員 数 は896人で,メ タ ワー デ村 の農 民 は43名が 参加 して い る{271。これ まで は これ とい った
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必要 な施設 もなかったか ら出資金 も120万ル ピー と少 ない。販売量は1992年で135トン,組 合員1人 当
た りにす る と150キログラム であ った。 ざ くろは普通10個前後 をダ ンボ ・ール箱 に詰 めて出荷 されてい
る。1箱1キ ロ,2キ ロ とい った もの で も100ケー ス とか200ケー ス とな るか ら,出 荷経 費 も馬鹿 にな
らな い。
取 り扱 う農産物 が異 なるが,こ うした組合が県全体で は26組合組織 され,現 在 で は1つ の郡 に2つ
の組合 力§できた ことになる。 これ らの組 合 は組 合員数が平均427人であるがち,パ ンダ リ ・プラサ ッ
ド組合 はかな り大 きな組合で ある。
2)販 売方法
農産物 の集荷 方法 は統一 した規格 に基いて,個 人が選別 し組合へ出荷 する。農 協が用意 したダンボ
ール 箱 は4段 階 の 等級 に分 れ てお り,そ れ に従 って9個,12個,15個,20個 が詰 め られ る。 パ ッキ ン
グ材料 としては故紙 をシレッダーにかけた もの を使 っている。ダンボール箱 には組合の トレー ド・マ
ークが印刷 されs宣 伝効果 を高 めている。管 内に2箇 所 のサブセンターがあって,農 家 は最寄 りのセ
ンターか ら資材 を調達する。本部 では出荷 された箱 について生産者名,等 級等が登録 され コンピュー
タ ーで 処理 され る。
販売先 は国内に関 してはカル カッタ,デ リーな どの大都市の ほかに中小の都市に も及んでいる。最
近試験的 にロン ドンや ドイ ツの諸都市 さらにア ジアの香港 な どにも輸 出している。 ヨーロッパ市場 に
品物が到達す るまでに約1カ 月かか り,そ の間の品質 を維持す ることが課題 となつっている。
3)あ らたな挑 戦 と課題
果実 を有利 に販 売するには品質 を維持 する ことが重要である。特 に外国へ輸 出す ることを考 える と
選別,プ レ ・クー リングなどが必要 となって来 る。 そ こで組合 は協同組合開発公社や政府 の農産物輸
出委員会 に補助金 を申請 してこうした施設 の導入 を図ってい る。選果機 を導入 し,箱 詰め した後す ぐ
に冷蔵保管 して鮮度 を維持 しなが ら徐々 に輸 出する計画であ る。 この施設 が完成す るとかな り良い値
で販売 す ることが期待 され る。 こうした施 設 は日本で は珍 しくないが,気 温が高いイン ドにおいては
特 に要望の高 い ものである。
また農産物の輸出には市場調査や輸出手続きにかかわるさまざまな業務が発生する。これらを組合
が単独 で行 うのは大 きな負担で ある。パ ンダ リ ・プラサ ッ ド農協は こう した業務 をこれ までコンサル
タ ン ト会社 に委託 してきた。協同組 合運動か らすればこうした業務 は,同 じ要求 をもった組合が'協同
1
して解決していく事柄である。そこに協同組合連合会を結成する意義があるのだが果実の販売におい
てはまだ そこまで来 ていない。 しか しグジャラー ト州 の場 合酪農 において は,県 連合会 はもちろんの
こと州連合会 を結成 し,販 売にかかわ るすべての問題 を処理 するようにな ってきている。マハ ラシユ
トラ州 にお いて も葡萄生産者 の組 合が州政府 の援助 で葡萄の輸出機関 を結成 しだ281。けれ どもこう
した組織 は まだ葡萄やマンゴ,ば ななに限 られ ていてその他の果物 について は対象 とされていない。
条件が整 った ところが ら始めれば よいわ けだが,一 般 に こうした販 売にかかわる問題 を連合会 を組織
して解決 してい こ.うとい う発想 が弱 いように思われ る。
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4.県 レベルの販売組織 一県酪農連合 会の役割
a)県酪連の機能
マハラシュ トラ州 の郡 レベル農業協同組合 はいずれ も規模が大 き く郡下 の農産物 を集荷 し
,加 工
し,販 売 して くれ る。単協 ではあ るが実質的に連合会の役割 を果た している。製糖工場 にしろ紡績工
場 にしろ,連 合会組織 は もっていないが専門 の業界団体 に加わ り,必 要な情報 を得,そ こを通 じて事
業 をおこな っている。 さらに同業者 とともに研究所な どを設 けて必要な情報 を組合や農民 に提供 して
いる。製糖工場が協同 して出資 した研究所 では砂糖 きびの品種改良 をおこな うだけでな く,新 品種 を
農民へ供給 して生産の拡大 を図 っている。
けれ どもそれ らの機関 はいわ ゆる系統組織ではな く,独 自の経営採算に もとづいて活動する営利機
関である。 これに対 して連合会 は上部組織 として単位組合の活動 を補完 し援助 することを使命 として
いる機関であ る。県酪連は村の酪農協の上部組織 として組合員か ら牛乳 を購入 し,加 工販売する とと
もに,人 工受精,獣 医サー ビス,飼 料 の供給 などをおこなっている。組合員である単位農協 と一心同
体 となって事業 を展開 しているのである。 けれ どもマハ ラシュ トラ州 の連合会は連合会 としての本来
の役割 を十分 に果 た してい るとはいえないようで ある。
2)県連の業務 と課題
県連の重要な業務は単協から出荷される牛乳を有利な価格で購入し販売すること,組合員農家が必
要 としている飼料 を安い価格 で供給 すること,人 工受精や獣医サー ビスな どを低廉な価格 でおこな う
ことである。 さらにそうした業務 をよりょく遂行す るために県連が相互に協力 して州 の連合会 を組織
してい くこ とが求 め られ てい る。 と ころが マハ ラ シ ュ トラ州 内 に は まだ7iの連合 会が あ って,そ れ ぞ
れが競 争 してい る状 態 で あ る(表_8)。 つ ま り1つ の 県 内 に まだ2つ 以 上 の連 合 会 が あ って,ま と
まった力を発揮 していないのである。 そのため工場 の規模 は小 さ く,乳 製品の加工 を行 う設備す ら十
分持てない状態 にある。 そのためバターやギーな どを生産 している ものの,事 業の中心 は牛乳 を飲用
乳 として加工す るかアイスク リーム,ヨ ーグル ト,乳菓子類の加工程度 しかお こなっていないのであ
る㈹ 。その結果過剰期 には乳価 を引 き下げて対応せ ざるをえない。 こうした状況 を抜本的 に改善 し
てい くことが地域の酪農 を発展 させることにつなが るのである。
3)連合会 とNDDB
NDDBは酪農以外 にも農協 の系統組織を強化 し,新 しい作物 によってアナ ン ド方式 を拡 充 しよう
と努めている。油糧種子 か ら食用油 を抽 出 し商品化 してい くDhara計画や野菜,果 実な どの加工販
売計画がそれで ある。Dhara計画で は菜種や落花生,ひ まわ りな どの生産者 を対象 としてお り,す
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で に全 国 で86万人 の農 民,5200の生産 者 組 合 を組 織 してい る〔30)。メタ ワー デ に お い て は油糧 種 子 が
9.7ヘクタールが作付 けされ てい る。栽培面積 は大 き くはないが,最 近増加 している。 これ らの農産
物は今 までは業者に引 き取 られて農協 外の流通経路 を流れていた。 これが農協規模 で集め られてい く
ことになれ ば,農 民の売渡 し価格 もある程度引 きあげることがで きる し,食用油の加工産業が もっ と
増加 してい くであ ろう。 それは早越傾 向地域 に対 しても新たな作物 の導入を可能 とするであろう。
野菜 といえば玉葱 しかなかった農産物販売市場 にNDDBが 冷蔵パ ッキング加工施設 を導入 する こ
とによって新 しい農産物 の流通方式 を開拓 しつつあることは重要である。 しか し,そ れ も農協連合会
組織 の形成 と密接 に係わっていかなければ効果的 に機能 しないであろ う。
おわ りに
劣悪 な条件下にある農村 を活性化 させ 自立させてい くには,村 レベルの課題 と郡 ない し県 レベルの
課題の双方を統一的に解決 していかな くてはな らない。すでに指摘 してきた ように,ま ず最初 に検討
されな くて はならない課題 は村 レベルの信用農協 を活性化 させ ることである。今 日で は農業農村開発
銀行な どの公的金融機関がかな り整備 されてきてお り,系統金融 を強化する ことが可能 となってきて
いる。単位信用農協の金融業務負担を軽減 させて,農 産物販売業務 にもっ と力 を入れ られるようにす
べ きであろう。勿論単位信用農協だけで こうした業務 を遂行す ることは困難 であるが郡 レベルに形成
された農産物販売農協 との業務連携 を図 ってい くな らば,方 向が出て くるだろう。
次 に潅概施設の飛躍的な発展 を図 ることである。現在のよ うに農民の個別的対応 に委 ねていたの で
は限界があるといわな ければならないだろう。末端水路 まで国家負担 にすることは現実の問題 として
無理である。そうではな くて農民 自身が海潮について もっと自らの要求 を整理 し要求解 決に向 けて灌
瀧組合 を組織 してい くことが必要である。 このためにも村 のなかで全体 を見渡せ るような農民指導者
を数多 くつ くりだ してい くことである。現在の とこ5酪 農組合だ けが村に根 を下 ろ した組織 であ り,
もっとも日常的 に活動 している。 その うえ農家のほぼ半数 を網羅 してい る。 ここには村 の将来 を委ね
ることができる指導集団が形成 されつつあるように思われ る。われわれはその人々に注 目してい きた
いo
1
次に検討 されな くてはならない問題 は郡や県 レベルの連合会 の役割 についてであろう。畜産 に関 し
ていえば農家 は改良種の導入 によって生産乳量 を飛躍的に高めてきた。 しか し県連 はこの牛乳 を販売
するのに苦労 している。マハ ラシュ トラ州 にはまだ州の連合会 が組織 されていないため市場の開拓 は
もっぱ ら県連や単協が おこなわ ざるをえない。県連がい ま果たさな くてはならない事業 は,加 工事業
を一・段 と拡充す ることである。改良種の導入が進めば過剰問題 は一層深刻になる と考えられるか らで
ある。県連 はこうした課題 に対 し明確な方針をださなければならない段階に来ている。 ・
最後に農産物輸出にかかわる対応であろう。農産物を麿利に販売するには輸出が重要な方法であ
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り,奨励 され るべき方向である。 しか しそのために商品 としてのグレーディングや晶質保持な どが必
要 であ り, マーケ ッティング業務な どが発生する。 こうした業務 を現在 はコ ンサルタ ン ト会社 に委託
してい るが, それを協同組合の本来 の業務 として位置 づけてい くことが必要であろう。葡萄やマ ンゴ
やばななに限 らず果物全般 を統括す るような連合会組織がつ くられ ることが必要 であろう。 しか しだ
か らといって国内市場 を無視 して もよい とい うことにはならない。嗜好品であっても国民が消費でき
るような価格水準 をめ ざす ことも忘れてはな らないだろう。イ ンドの農業 はイ ンドの国民によ って支
え られな けれ ば な らな いか らであ る。(く ぼた ・よ しき)
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